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「ICTの活用とネットモラル」 
教務主任   

  

伏見小学校の日常を眺めていると、ICTを使いこなしている姿がたくさん見られます。その活用の仕方

や蓄積されている内容は、学年が上がるにしたがって複雑で高度なものになっています。 

６年生「総合的な学習の時間」では、外国の方との交流プログラムを作成するために、企画内容・意図、

活動の進行計画や自分の考えの変遷に関する振り返り、それらに関する担任からのフィードバックを学

級で一つのファイルにまとめ、記録、共有することで互いに高め合っていました。 

５年生「総合的な学習の時間」では、幼稚園・保育園の子どもたちとの交流会に向けて、６年生のよう

に企画内容や意図をまとめたり、グループでの話合いの結果を整理して表にまとめたりすることによっ

て、活動をよりよいものにしていました。 

４年生「社会科」では、本で調べる子、インターネットで調べる子、調査結果をノートにまとめる子、

クロームブックでオクリンクプラスというアプリにまとめる子、教室に掲示してある模造紙に友達と共

有するために書き込みを行う子など、様々でした。どれがよいということではありません。自分が最も力

を発揮できるように、場や友達に合わせて必要な方法を選択していました。ICTは、数ある学習道具のう

ちの一つになっていました。 

これらの姿は、日々の積み重ねの成果といえるでしょう。情報技術は、日に日に加速度を増して発展し

ています。特に、AI 関連のニュースは、ほぼ毎日のように報道されているように思えます。これからの

社会で AIをはじめとする新たなテクノロジーは、子どもたちが避けて通れない存在になっているでしょ

う。このような時代に生きる人は、いたずらに新たな技術を避けるのではなく、「新たな技術を生かして、

新しい価値を生み出していく発想力」「自分の考えを広げるための有効かどうかを判断し、賢く使う力」

などを身に付け、有効活用していくことが必要です。そういう面からみても、柔軟に受け入れ、学習道具

の一つとして使いこなす伏見小学校の子どもたちの姿は頼もしいものです。 

 

それと同時に「どうすれば安全に、正しく使えるかを自ら判断する力（デジタル・シチズンシップ）」

の育成も重要です。子どもたち一人一人がネットモラルを高め、互いを尊重し、自分を守ることができる

ようにしていきたいものです。下のような視点で、ぜひ御家庭でも話題にしてください。 

⚫ 言葉の重みと相手への思いやり  

端末やスマホの画面の向こうには相手がいます。「対面で言えないことは、メッセージでも送信し

ない」という基本を伝え、SNSやゲーム内のチャットでの言葉選びの現状について考えましょう。特

に LINEのトラブルが増えているように思います。 

⚫ 個人情報とプライバシーの保護 

顔写真や名前だけでなく、背景に映る景色や服装（中学校の制服など）から場所が特定される危険

性もあります。情報を発信する前に「これは誰が見ても大丈夫かな？」と立ち止まって考える習慣は

あるでしょうか。 

⚫ 情報を見極める目（情報の正しさ）  

ネット上の情報や動画がすべて正しいとは限りません。「本当かな？」「他の情報はどうかな？」と

疑問をもち、得た情報を鵜呑みにしない姿勢（メディアリテラシー）はもてているでしょうか。 

 

今年度は、３～６年生のネットモラル教室を行い、30 名の保護者の皆様にも参観いただきました。子

どもたちがネットモラルを高め、互いを尊重し、自分を守ることができるようにするためには、私たち大

人がアンテナを高くして子どもたちを見守ることが大切です。学校と御家庭で力を合わせていきましょ

う。 

学校通信 第 903 号

札幌市立伏見小学校 

令和８年 10 月 30 日 

mailto:fushimi-e@sapporo-c.ed.jp


★インターンシップについて 

 

 

 

 

 

 

 

★開校記念日 

                                        
 

 

 

★SCによる授業  

 

 

 
 

★学校公開日 １１月２０日（金）・２１日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第 26回教育実践発表会を終えました 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １１月行事予定 

１ 日  

２ 
月 

委員会⑨／４年アイヌ文化体
験プログラム 

３ 火 文化の日 

４ 
水 

11 月全校朝会 

大通高校インターンシップ 

５ 木 開校記念日 

６ 
金 

下校見回り DAY（１３４年) 

６年 kitara ﾌｧｰｽﾄｺﾝｻｰﾄ（PM） 

３年教えてファイヤーマン 

７ 土  

８ 日  

９ 月 跳び箱WEEK(～11／26) 

10 
火 

２年生つながり増やそう DAY

幼保小交流会（２ｈ） 

11 
水 

避難訓練⑤（火災中休み） 

１年つながり増やそう DAY 

12 
木 

５年 PMF（３ｈ）/SC（AM） 

６年 SCによる授業（３ｈ） 

13 
金 

３年支援学校との交流授業（２
ｈ） 

14 土  

15 日  

16 
月 

サルビア打合せ②（５６年６
ｈ） 

17 火 幼保小交流会（２ｈ） 

18 水  

19 木 SC(PM) 

20 
金 

学校公開日①（１～５ｈ参観）
／サルビア③（６年３ｈ） 

21 土 学校公開日②（１～３ｈ参観） 

22 日  

23 月 勤労感謝の日 

24 火 振替休業日 

25 水 サルビア④（５年３ｈ） 

26 
木 

小中音楽交流会（５ｈ）／１年
つながり増やそう DAY／跳び
箱WEEK最終日／SC(AM) 

27 
金 

就学時健診(１～４年給食後下
校) 

28 土  

29 日  

30 月 委員会⑩ 

11月５日（木）は、本校の開校記念日です。本校は、
昭和 43年(1968年)に市内で 100番目に開校し、今年で
開校 58周年を迎えます。御家庭でも、改めて伏見小学
校や地域のよさに目を向ける機会にしていただければ
幸いです。 

大通高校の生徒が、本校で「１日職業体験」を行 
います。職業体験とは、生徒が職場で働くことを通じ
て、職業や仕事の実際について体験したり、働く人々と
接したりする学習活動です。働く人と接することによ
り、また、実際的な知識や技術・技能に触れることを通
して、学ぶことの意義や働くことの意味を理解し、生き
ることの尊さを実感できることを目標としています。
４日（水）に１年生の学級に入り、子どもたちと一緒に
過ごします。 

本校 SCによる「こころの健康」に関する授業です。
今年度は８月に４年生が実施し、２回目の今回は６年
生で実施します。今後、小学校の卒業や中学校への進学
を控えて期待と不安が生じたときの対処法を学ぶ予定
です。 

【1１月のスクールカウンセリングの予定】 

お子さんの成長に関わる悩みや相談などがありましたら、 

学校に御連絡ください。（伏見小☎551-2771） 

10月 12日(木)   19時 15分～10時   10月 19日(木)  13時 15分～16時 

10月 26日(木)   19時 15分～11時    
 

10 月 30 日（金）に、本校の第 26 回教育実践発表会
を行いました。他校の校長先生をはじめ諸先生方に、本
校の実践を見て御意見をいただく貴重な機会となりま
した。150名ほどの参会者があり、子どもたちの頑張り
をたくさんほめていただきました。 

学校公開日として２日間学習参観を行いますので、
ぜひ御来校ください。 

20日（金）8:40～12:10 ／ 13:00～13:45 
21日（土）8:40～11:20 

※両日とも８:30に東玄関を解錠します。 
※当日は校内が込み合うことが予想されますので、 
東玄関から校内に入り、西玄関から出る、一方通行 
に御協力願います。 

※上履き、外靴を入れる袋を御持参ください。 
  
 
※地域の方も参観可能です。 
御希望の方はこちらから事前に 
お申し込みください。（保護者 
の方の申し込みは不要です。） 
申し込み期限 11月 19日（木） 

【地域の方用申し込みQR ｺｰﾄﾞ】 

 


